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2010年度（平成22年度）事業報告書
（自 2010年４月１日　至2011年３月３１日）
〔事業の概要〕
１．第12回日本骨粗鬆症学会 学術集会
第12回日本骨粗鬆症学会は、2010年10月21日～10月23日の日程で大阪国際会議場において、宗圓 聰会長（近畿大学医学部奈良病院整形外科・リウマチ科教授）のもとに開催された（詳細は、日本骨粗鬆症学会雑誌Osteoporosis Japan: Vol.18, Suppl.1, 2010 を参照ください）。

今回のテーマは「Bone Health：骨の健康を考える」として、実地診療に携わっている医師ばかりでなく多くの医療従事者に参集いただき、広く骨の健康を考える機会とした。さらに骨粗鬆症治療薬の今後の展望、関節リウマチの骨破壊、生活習慣病と骨粗鬆症、骨・関節のアンチエイジングなどに関する基礎と臨床のシンポジウムが企画され、多くの研究者による活発な意見交換が行われた。

出席者数：約1,100名

演題数：①特別講演
３

②メインシンポジウム（１件）
６
③シンポジウム（４件）
                                ２６

④パネルディスカッション（１件）
                          ６

　　　　　　　　　⑤ワークショップ（１件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４

⑥骨粗鬆症セミナー（１件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５
　　　　　　　　　⑦テクニカルセミナー（１件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
⑧Meet-the-Expert Session （６件）
                  ６

⑨A-TOP研究会Annual meeting

４

⑩イブニングセミナー（４件）

                  ９

⑪ランチョンセミナー（１０件）

１１


⑫一般演題
156
２．学会共催 骨ドック・健診分科会

骨粗鬆症の予防や診断・治療法の普及のために、医師ばかりでなく看護師・栄養士・薬剤師・理学療法士などコメディカルのために、検診の役割、栄養指導、地域連携パスなどに関して上記のようないくつかのセッションが設けられた。各講演を通じて現状の問題点や今後の課題について熱心に議論された。

３．学会雑誌発行

　（１）Osteoporosis Japan (OpJ)
①Osteoporosis Japan　Vol.18, No.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年4月30日発行

②Osteoporosis Japan　Vol.18, No.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年7月31日発行

③Osteoporosis Japan　Vol.18, Suppl.1　　（第12回日本骨粗鬆症学会 プログラム抄録号）

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2010年9月2１日発行

④Osteoporosis Japan　Vol.18, No.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2010年10月31日発行

⑤Osteoporosis Japan　Vol.19, No.1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年1月31日発行

　（２）日本骨粗鬆症学会ニュース (Japan Osteoporosis Society News) の発行

「第12回日本骨粗鬆症学会の開催にあたって」　近畿大学医学部奈良病院教授　宗圓 聰会長

JOS NEWS 2010, No.14 （2010年9月27日）

４．教育・啓発事業
（1） 委員会報告　

（　　）は日本骨粗鬆症学会雑誌Osteoporosis Japan (OpJ)に掲載した巻号年です。
詳細は後述の委員会活動を参照してください。

　　①第2回骨粗鬆症予防と治療ガイドライン作成委員会　　　　　　　　（OpJ:Vol.18, No.2, 2010）

　　②第3回骨粗鬆症予防と治療ガイドライン作成委員会　　　　　　　　（OpJ:Vol.19, No.1, 2011）
③第7回QUS標準化委員会（楊　鴻生委員長）　　 　　　　　　  　（OpJ:Vol.18, No.3, 2010）

④第8回QUS標準化委員会                               （OpJ：Vol.18, No.4, 2010）
   ⑤第9回QUS標準化委員会　                            　（OpJ：Vol.19, No.1, 2011）
　　⑥第3回骨代謝マーカー検討委員会（西沢良記委員長）　　　    （OpJ: Vol.18, No.2, 2010）
　　⑦第4回骨代謝マーカー検討委員会                　　　　 　（OpJ: Vol.19, No.1, 2011）
　　⑧第3回椎体骨折評価委員会（森　諭史委員長）　　　　　　　　　   （OpJ: Vol.18, No2, 2010）

⑨第4回椎体骨折評価委員会                              （OpJ：Vol.18, No.4, 2010）

⑩第5回椎体骨折評価委員会                              （OpJ：Vol.19, No.1, 2011）

　　⑪第2回生活習慣病における骨折リスク評価委員会（杉本利嗣委員長）

　（OpJ: Vol.18, No.3, 2010）
　　⑫第3回回生活習慣病における骨折リスク評価委員会　　　　　　　（OpJ: Vol.18, No.4, 2010）
⑬第4回生活習慣病における骨折リスク評価委員会          　（OpJ: Vol.19, No.1, 2011）
（２）ポスター
①WOD（国際骨粗鬆症デー）ポスター 「背骨の骨折の合図、見逃さないで」　　

折茂 肇 監修（2010年10月）

②WOD（国際骨粗鬆症デー）ポスター 「骨の健康も毎日の積み重ねが大切です」

中村 利孝 監修（2010年10月）

（３）教育講座：シリーズ「若手臨床医のための〔実践〕骨粗鬆症臨床研究の仕方とまとめ方」

五來 逸雄

④臨床試験のプロトコール作成手順　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （OpJ: Vol.18, No.2, 2010）

⑤臨床研究の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　（OpJ: Vol.18, No.3, 2010）

⑥臨床研究データの解析方法とまとめ方　　　　　　　　　　　　 　　　　（OpJ: Vol.18, No.4, 2010）

⑦論文作成時の要点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（OpJ: Vol.19, No.1, 2011）

（４）教育講座：Osteoporosis Japan セミナー（監修：杉本利嗣）
①内科医が診る骨粗鬆症⑨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（OpJ: Vol.18, No.2, 2010）

「薬物療法に伴う骨粗鬆症2　ホルモン抑制療法」　　　　　　　　　　　　　　　　　　五來　逸雄

②内科医が診る骨粗鬆症⑩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（OpJ: Vol.18, No.3, 2010）

「不動に伴う骨粗鬆症」（脳卒中、寝たきりなど）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井 昭典　

③内科医が診る骨粗鬆症⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（OpJ: Vol.18, No.4, 2010）

「呼吸器疾患に伴う骨粗鬆症」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎 亮 

④内科医が診る骨粗鬆症⑫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（OpJ: Vol.19, No.1, 2011）

「不定愁訴を訴える女性の骨粗鬆症対策」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田 博明 

（５）小冊子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Osteoporosis Japan への掲載月）
①第10回東京骨・カルシウム・ホルモン代謝研究会報告　　　　　　　　　　　　　　（2010年4月）
②骨粗鬆症財団：第５回（平成21年度）リリー研究助成成果報告            （2010年7月）

③第16回近畿骨粗鬆症研究会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （2010年7月）

④第20回婦人科骨粗鬆症研究会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010年7月）

⑤第17回(平成21年度)財団法人骨粗鬆症財団研究助成に関する成果報告 （2010年10月）

⑥平成21年度（第２回）旭化成研究助成プログラム（骨粗鬆症QOL研究）報告（2011年1月）

５．研究助成事業

（1） 第12回日本骨粗鬆症学会 学会賞

鳥取大学名誉教授　山本 吉蔵 先生

（2） 第５回森井賞

雑誌名：Bone:44,168-172, 2009.
論文名：Contributions of 25-hydroxyvitamin D, co-morbidities and bone mass to mortality in Japanese postmenopausal women.

東京女子医科大学産婦人科　黒田 龍彦 先生

共著者（敬称略）：白木 正孝、田中 司朗、太田 博明

（３）第12回日本骨粗鬆症学会 学術奨励賞
①「定量的CT画像を用いた大腿骨近位部の骨強度評価－有限要素法による予測骨強度と大腿骨頸部の骨密度による大腿骨近位部骨折の識別力についての検討」

　東京大学医学部整形外科　別所 雅彦 先生

②「血中ホモシステイン高値症例における骨折の発生頻度」
市立秋田総合病院整形外科　野坂 光司 先生
③「閉経後２型糖尿病女性の低PTH分泌に伴う低骨形成状態は、骨密度とは独立した椎体骨折の危険因子である」

島根大学医学部内科学第一　山本 昌弘 先生
④「閉経後女性における脆弱性骨折リスクと血清25(OH)Dの関係：PTHの関与の検討」

島根大学医学部内科学第一　山内 美香 先生

（４）日本骨粗鬆症学会 2010年度（第10回）学術振興賞

協賛：旭化成ファーマ（株）

鳥取大学医学部保健学科　萩野 浩 先生

（５）日本骨粗鬆症学会 2011年度（第９回）研究奨励賞　

協賛：アステラス製薬（株），武田薬品工業（株），帝人ファーマ（株），ＭＳＤ（株）

	 氏名
	施設名
	所属
	研究テーマ
	分類

	阿久根 徹先生
	東京大学医学部22世紀医療センター
	臨床運動器医学
	要介護予防から地域住民における加齢性筋肉減弱減少(Sarcopenia)の実態と予防に関する研究：The ROAD Study
	臨床研究

	斎藤　充先生
	東京慈恵会医科

大学
	整形外科
	慢性閉塞性肺疾患(COPD)における骨脆弱化機序の解明―全身性（骨・肺・血管・皮膚・血液・尿）コラーゲン分析をもとに―
	臨床研究

	藤田 裕規

先生
	近畿大学医学部
	公衆衛生学
	血清クレアチニンとシスタチンCで評価した軽度から中等度の慢性腎臓病は高齢日本人男性の骨密度と骨代謝マーカーに影響するか―藤原京スタディ男性骨粗鬆症コホート研究―
	臨床研究

	古谷 武文先生
	東京女子医科大学
	膠原病リウマチ痛風センター
	血清ビタミンD濃度と関節リウマチの活動性との関連：大規模観察研究(IORRA)を用いた多数例での検討
	臨床研究

	松井 敏史先生
	国立病院機構久里浜アルコール症センター
	内科
	アルコール症患者における骨粗鬆症の治療－ビスフォスフォネート製剤を用いたランダム化比較試験
	臨床研究


６．委員会・研究会、その他
　（１）委員会活動

1) 骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン作成委員会

（折茂　肇 委員長、中村利孝副委員長）
「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2006年版」を2006年10月に公表して以来、骨質の概念やFRAX eq \o\ac(○,Ｒ)の導入、検診の重要性、あるいは新規治療薬・骨代謝マーカーなどの上市により、国内では骨粗鬆症に対する大きな変化が起きてきている。

2009年10月の第11回日本骨粗鬆症学会（名古屋市）において、｢FRAX eq \o\ac(○,Ｒ)の日本人への応用｣というテーマでシンポジウムが開催され、骨粗鬆症に対する治療介入の基準に関して、①Guideline and FRAX eq \o\ac(○,Ｒ)， ②FRAX eq \o\ac(○,Ｒ) cut-off value and age，③Use of FRAX eq \o\ac(○,Ｒ) in bone health check-up，および④Limitations of FRAX eq \o\ac(○,Ｒ) の４項目に関してのRecommendationsが提示された。
これを受けて同年12月20日にFRAX eq \o\ac(○,Ｒ)検討会議が開催され、上記４項目についてのコンセンサスが得られた。これらを含め、更に骨質に関する新しい知見および新規薬剤・骨代謝マーカーを加えてガイドラインの改訂が必要であるとの結論に達し、「骨粗鬆症の予防と治療のガイドライン2006年版」の改訂作業を進めることとなった。

そして、2010年2月7日に2006年版の作成委員に宗圓理事および杉本理事を加えて新しく発足した15名の委員で組織された第1回委員会を開催した。この委員会の中で決定された主な項目は、文献評価、推奨の作成、ドラフト作成、査読および外部評価であった。内容構成および執筆予定者を決定し、作業を開始することとなった（第1回委員会議事録は、日本骨粗鬆症学会誌Osteoporosis Japan (OpJ)：Vol.18, No.2, 2010に掲載済み）。

2010年4月末に各執筆者によるClinical Questionが出揃い、事務局委員会において全体的な調整を図った上で、各項目の執筆を依頼した。10月までの予定で原稿を収集後にグループ別に相互査読を行った（第２回議事録OpJ: Vol.19, No.1, p106, 2011）。

2011年2月20日に第3回委員会を開催し、各記事が2ページに収まるようにするなどガイドラインの全体的な統一性と各項目の検討事項の調整を行った（第３回議事録OpJ: Vol.19, No.2, 2011に掲載予定）。

今年の７月には最終の委員会を開催し全体的な調整を図った上で、できれば10月中には「2011年改訂版」を発行する予定である。そして、本年11月の第13回日本骨粗鬆症学会（神戸市）において「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2011年版をめぐって」と題して、シンポジウムを開催する予定となっている。

２）QUS標準化委員会（楊 鴻生 委員長）
市販されている超音波骨量測定機器（QUS）６機種を用いて踵骨骨量を測定し、標準化の可能性について検討した結果（Osteoporosis Japan:16,350,2008）、指標としたSOS値は高い相関性を示すことがわかり、標準化SOS（s-SOS）を設定した（OpJ:16,596,2008; OpJ:17,112,2009)。

さらに第10回日本骨粗鬆症学会のワークショップで委員会報告が行われ、これらをまとめて小冊子を発行した（OpJ:17,No.2,149,2009）。

2010年4月に第7回目の委員会を開催し、新たに工学系の専門家を加えて標準化に対する意見交換を行い、更なる指標としてBUAの標準化の可能性や統一ファントム作製について議論を進めて行くこととなった（OpJ: Vol.18, No.3, 2010）。

同年7月の日本骨代謝学会（大阪市）で第8回委員会が行われ、s-SOSから求めたYAM値の結果が山崎 薫委員より、また、大谷隆彦委員からはs-BUA値の結果報告がなされた（OpJ：Vol.18, No.4, 2010）。さらに10月には第12回日本骨粗鬆症学会（大阪市）において第9回委員会が行われ、新たに市販された機種も加えた追加のデータの必要性について議論された（OpJ：Vol.19, No.1, 2011）。同時に「QUSの有効な臨床応用をめざして」と題したワークショップが実施された。

3) BP関連顎骨壊死検討作成委員会（米田俊之 委員長）
ビスフォスフォネート製剤による顎骨壊死に関して、日本骨代謝学会との共同委員会を2008年5月より開始し、最終的には2009年10月の委員会においてガイドラインの草案が提出され、2010年3月に和文簡略版を発行して関係者に配布している。

さらに、米田委員長により当該Position PaperをJBMMに公表した（J Bone Miner Metab:(2010) 28,365-383）。なお、膨大な資料を含めた詳細版に関しても2010年に単行本として大阪大学出版会から刊行された。

４）骨代謝マーカー検討委員会（西沢良記 委員長）

2009年5月に第1回委員会を開催し、レトロスペクティブ症例での骨代謝マーカーのT-score化のフィージビリティスタディについて検討すること、ガイドライン2004年版の補足や追加作業を行うこと、検査会社における測定の施設間差を是正することなどの行動計画が出された（OpJ: Vol.17, No.3, 2009）。

さらに第2回、第3回の委員会において、上記に関する検討報告や改善策などが議論され、基準値設定および治療効果の動向に関する２つのワーキンググループで継続対応を行うこととなり、その途中経過も発表された（OpJ: Vol.18, No.2, 2010）。

2010年10月の第4回委員会では、Tスコアを用いた骨代謝マーカーの追加評価、MSCの算出法、第2回検査サーベイ結果、骨代謝マーカー測定に関する全国調査の結果報告について話し合った。更に、2004年度以降に承認を得ている骨代謝マーカーも含めた改訂版を2012年度中には公表したいとのことであり、今後スケジュールを調整していくこととなった（OpJ: Vol.19, No.1, 2011）。

５）椎体骨折評価委員会（森 諭史 委員長）
現行の椎体骨折の評価基準をより現状に合わせて、日常診療でも使用しやすいものにできないかを検討する委員会が設置された。この委員会は日本骨形態計測学会、日本骨代謝学会および日本骨粗鬆症学会の３学会が共同で、2009年7月より作業を開始し、第2回委員会は同年10月に、第3回目は2010年3月に行われた。

椎体骨折をめぐる現状を把握し、今後の行動計画として日本人の椎体骨折データ、判定基準、MRIによる評価、SQ法による評価、用語の統一などについて話し合い、更に今後は日本整形外科学会、日本脊椎脊髄病学会、日本放射線医学会の３つの学会を加えて検討し、新評価基準の原案作成に着手していくこととなった（OpJ: Vol.18, No2, 2010）。

2010年7月に第4回委員会が、3学会から新たに2名の委員（1名は両学会兼務）が加わって開催された。議題はMRIの有用性、半定量(SQ)法による椎体骨折の評価、1996年版の評価基準の改訂、および椎体骨折評価のまとめに関する出物の作製などが討議された（OpJ：Vol.18, No.4, 2010）。

2010年10月の第12回日本骨粗鬆症学会（大阪）時に開催された第5回委員会では、脊椎骨折判定基準改訂の検討、QM法とSQ法の一致率検証、出版計画などが話し合われ、A-TOP研究会から脊椎X-Pの貸与を受けて評価することになった。

次回の委員会（2011年5月14日）で作業確認を行う予定である。更に第13回学会（神戸）ではワークショップを開いてパブリックコメントを求めることとなった（OpJ：Vol.19, No.1, 2011）。

６）生活習慣病における骨折リスク評価委員会（杉本利嗣 委員長）
生活習慣病に並存・続発する骨粗鬆症や骨折リスクについて、社会的認識の向上と診療における骨の健康維持の推進を目的に、指針（診療ガイド）を作成する委員会を立ち上げた。

第1回委員会は2009年10月に行われ指針作成の手順および臨床研究の進め方について討議された。第2回委員会は2010年1月に行われ、指針書に対する各執筆者と項目ごとのレビューを3月中に纏め上げることとなった（OpJ: Vol.18, No.3, 2010）。

2010年7月の第3回委員会では、診療ガイドに対する査読結果に基づいた検討を行った。さらに同年10月の第12回日本骨粗鬆症学会におけるシンポジウムに関しての調整を行った（OpJ: Vol.18, No.4, 2010）。出席者からの意見を反映して2011年3月までに診療ガイドを公表する予定となった。同年10月の第4回委員会において、シンポジウムの打ち合わせと診療ガイドの進捗状況、および今後の臨床研究の推進について話し合った（OpJ: Vol.19, No.1, 2011）。

2011年2月に第4回委員会を開催した。発刊予定の「生活習慣病骨折リスクに関する診療ガイド」をもとに種々の作成物（ダイジェスト版、簡略英文化版、栄養指導小冊子等）も順次作成していくことが了解された（OpJ: Vol.19, No.2, 2011掲載予定）。この診療ガイドは2011年3月に刊行され、生活習慣病研究の専門家にも配布し、さらに多くの企業からも購買の要望があった。

（２）A-TOP研究会（折茂 肇会長）（2010年4月～2011年3月）

臨床研究事業

1. 　JOINT-02_ALN＋VD3併用効果の検証（研究期間2003年11月～2011年10月）

2-1.　JOINT-03_RSN＋VK2併用効果の検証（目標例数1,820例、研究期間2008年1月～2010年12月）

2-2.　JOINT-03　脱落中止例に対する追跡調査（生活状況調査）の準備を行った。

3-1.  新規研究 JOINT-04（ミノドロネートとラロキシフェンの比較による有効性・安全性の検討：目標例数3500例、研究期間2011年3月～2016年2月）の立ち上げに関して、実行委員会及び倫理委員会において承認された。
3-2.  新規研究 JOINT-04について、追加項目（Vitamin Dの栄養補給指導；:栄養機能食品Nature Made Vitamin Dを被験者に送付）の実施計画及びこれに伴うプロトコール、被験者説明・同意書の変更が、実行委員会及び倫理委員会において承認された。

　 現在、4月より症例登録開始に向けて準備中である。

研究会事業

1.　2010年度A-TOP研究会年会（2011年3月12日予定）は、東日本大震災のため中止した。　

2.　骨密度測定講習会（HSA）（2011年3月27日予定）は東日本大震災のため中止した。

その他

1.　JOINT-02 Design paper  “J Bone Miner Metab (2011) 29 : 37-43” 別冊を入手（2月14日）した。標題；“Design of a pragmatic approach to evaluate the effectiveness of concurrent treatment for the prevention of osteoporotic fractures”　
2.　JOINT-02椎体骨折関連論文は、現在投稿中である。　　　　　　　　　　　　　　　

（3） その他

１）IOF（国際骨粗鬆症財団）関連
・例年同様に10月20日に各国で、IOF WODに関する行事が行われ、我が国でも製薬企業協賛で2種類のポスターを作成した。

· IOF WCO-ECCEO 10が2010年5月5日～8日にフローレンスで開催された。

· IOF WCO-ECCEO 11が2011年3月23日～26日にバレンシアで開催された。

２） AFOS (Asian Federation of Osteoporosis Societies)国際会議関連

・第２回AFOS国際会議は、第13回日本骨粗鬆症学会と並行して2011年11月３日～４日に神戸市で開催される予定であり、現在準備委員会としてlocal committeeを組織して鋭意準備中である。

（第2回AFOS準備委員会議事録はOsteoporosis Japan: Vol.19, No.1, 2011に掲載）

３）内保連（内科系学会社会保険連合）関連
· 2010年3月5日に平成22年度診療報酬改定に対する厚労省から「算定方法の一部改正」の通達があり、官報告示（厚生労働省告示第69号）がなされた。関連箇所は、D217「骨塩定量検査」のDEXA法による腰椎撮影360点の＜注＞として、「同一日にDEXA法により大腿骨撮影を行った場合には、大腿骨同時撮影加算として、所定点数に90点を加算する」となっている。

· 2010年7月に第107回例会が開催され、平成24年度診療報酬改訂の準備について説明があった。

· 2011年2月に第108回例会が開催された。平成22年度の事業報告および会計報告が発表され、出席学会の多数により可決承認された。同時に平成24年度診療報酬改訂の件について説明がなされた。

４）運動器の10年（日本委員会）関連
・ 「運動器の10年日本委員会」は2000年に発足後10年目を迎えた。事業達成報告会と法人化の事業計画が説明された。そして今後も継続して活動を行っていきたいとのことで、2010年以降の活動に関する調査・研究準備を進めていくこととなった。

· 第9回総会は2010年6月26日に東京ステーションコンファレンスにて行われた。

· 日本委員会委員長であった杉岡洋一先生のご逝去に伴い、山本博司先生が選出・就任された。

· 2010年9月10日にスウェーデン・ルンド市にてBone and Joint Decade世界大会が行われ、各国の10年間の報告がなされた。
· 「運動器10年」達成記念誌を発行したいとのことで、各団体に原稿依頼があった。日本骨粗鬆症学会でも関与した活動報告について楊 鴻生委員より寄稿した（今度の理事会のときにその冊子を配布いたします）。
· 2011年3月12日に「運動器の10年達成記念」の式典が学士会館で行われた。
５） その他

・例年通り9月末に、2010年度の日本医学会への加盟申請を行った。

・2011年3月11日の東日本大震災に対して、日本赤十字社に義援金を寄付した。

以上
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